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の過去と現在の形態を比較し、その歴史的今日的意義について考察することは有益であると考える。   
本論文は序論、四つの章、そして結論から成っている。序論においては、初期アジア系アメリカ文学についての概
観を述べ、本研究の目的や意義について検討した。第一章では、中国人の母とイギリス人の父をもつユーラジアンの
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山 本 佳 樹 
森 祐 司 
論文審査の結果の要旨 
 本論文（Crossing Borders: Race/Gender/Class in Early Asian American Literature)は、四人のアジア系アメリ








第一章では、中国人の母とイギリス人の父をもつユーラシアン作家、Edith Eaton/Sui Sin Far に焦点を当ててい
る。カナダとアメリカの双方で、排斥され、差別されている中国系移民が異性装により越境を可能にしようとする「密
入国者」を描いた作品や、Sui Sin Far 自身の新聞記者としての経験をもとにした物語に出てくる現地の混血女性の
姿を検討することにより、作者の人種、ジェンダー、階級などの不平等な力関係の描きだし方に新しい光を当ててい
る。 










 第四章においては、日系二世作家の Hisaye Yamamoto の短編の分析を試みている。大恐慌、第二次世界大戦、強制
収容、戦後の再定住、公民権運動などの歴史的出来事が個々の経験にどのような影響をもたらしているのかを検討す
ることで、特に一世と二世の世代間の関係性や異人種間の対立や連帯などの表象を中心に、人種/ジェンダー/階級な
どの要素がどのように絡み合っているのかを明らかにしている。 
 論の構成や分析などに、やや不足する点も認められるが、論文全体の価値を損なうものではない。英語で書かれて
いる本論文は、初期アジア系アメリカ文学の見過ごされてきた越境性について深く掘り下げ、国際的なアジア系文学
研究に多くの示唆を与える研究とも言える。 
 以上により、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分に価値あるものと認める。 
 
 
 
